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1. 研究背景 
  今日，携帯電話サービスの加入者数は 9000 万

人を超えている．すなわち，単純計算で，日本人

の４人に３人は携帯電話を利用していることにな

る．利用者が増えるのと同時に，Web サービスや

アプリケーション等も急速に発達しており，デー

タのやり取りが増加している． 

  その中でも，特に電子メールの機能は，携帯電

話のほとんどの機種に備わっており，操作も簡単

なため，多くの人に利用されている．また，電波

の届かないところでも閲覧・編集をすることが出

来る． 

  この研究は，携帯電話のメール機能を用いて，

各種データベースにアクセスしてデータの取得・

保存・変更・削除を可能にし，有用な情報を時間・

場所を問わず利用できるシステムを開発すること

を目的とする． 

 
2. システムの開発 
 2.1 概要 

  上記の内容に基づいた，システムの概要につい

て述べる． 

  本システムは，クライアントである携帯電話か

らメールサーバへ，本文に処理内容の書かれたメ

ールを送信すると，その処理内容に応じてデータ

ベースを操作し，その結果を携帯電話に返信する

というものである． 

 

 

 

 

 

主な操作は，サーバ側に用意されているデータ

ベースへのデータの書き込み・読み込みであって，

それぞれ SQL の INSERT・SELECT 文に対応し

ている．この操作を，携帯電話のメールで記述し

て送受信し，利用できるようにするものである． 

 
 2.2 構成 

本システムは，クライアントである携帯電話と，

携帯電話との間で直接メールを送受信するメール

サーバ，メールサーバからメールの内容を取得，

又，実行結果をメールサーバに送信する外部

HTTP サーバ，メールの内容を受け取り，データ

ベースの処理を実行するローカルエリアの４つか

らなる． 

実装にあたり，ポートが限定されている環境で

も導入できるように，CGI＋クライアントを利用

し，HTTP 形式で 80 番ポートを使用してデータ

を取得・処理する形態をとった． 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システム構成 

Fig.1 System configuration 
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図１のように，本システムは，以下の４つの

プログラムからなる． 

・mbGet.cgi (メールの内容を受信) 

・mbEval.rb 

 (外部 HTTP サーバとのデータのやり取り) 

・mbSql.exe 

 (メールの内容から SQL 文を作成・実行) 

・mbSend.cgi (実行結果の送信) 

 
2.3 使用例 

 

 
図２ 使用例 

Fig.2 Example 

 
 図２は，データベースから情報を取り出す機能を

使用した例である．図左が送信メールであり，件名

に「牛丼屋」と入力しサーバに送信することで，サ

ーバ側でそれに対応する SQL 文を作成実行し牛丼

屋データベースから情報を取り出して，それをメー

ルで返信する．返信結果は図右である． 

 
3. システムの検証 

  本システムを検証するにあたり，重要となる点は， 

・携帯電話の各キャリア・機種に依存しないこと 

・処理内容の記述が容易であること 

の２点である． 

開発背景にあるように，携帯電話は大多数の人々

に利用されているが，キャリアや機種は様々で，そ

の種類は非常に多い．したがって，機種ごとの動作

確認は必要である． 

また，携帯電話だと入力の手間がかかるため，

SQL 文に変換する文字列として，「よむ」「かく」な

ど，簡単な単語によってデータベースを操作できる

仕様にした． 

 

4.課題・発展 

4.1 課題 

 世間に出回っている携帯電話はかなり多くの種

類があるため，全ての機種での動作確認は困難であ

る．また，いくつかの検証によって，正常に動作し

ないものや，利用に時間がかかるものなどが発見さ

れたため，機種依存に関する問題を解決するのが当

面の課題である． 

4.2 発展 

 本研究によって開発したシステムを利用し，ユ

ーザ同士が，各種の店舗情報や交通情報など，時系

列の情報を共有し，作成したり，コミュニケーショ

ンツールとして利用いけるようなシステムの形態を

考えることができる． 

また，その場合には，データベースの削除や変更

の制限をかける必要性があり，課題となる． 

 

5.まとめ 

  本システムは，データベースについての知識を

持たない一般ユーザを対象として作られたもので，

シンプルな作りとなっている． 

しかし，データベースの利用については奥が深

いため，今後は，更に機能拡張をし，実用化でき

るように，完成度を高めていきたい． 
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